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第三章　特殊誌念名單

壹、蘇澳拓墾先賢

　　蘇澳有相當多泉州移民，與蘭陽地區大多是漳州籍移民的情況較為不同。顯然，此特殊

情況與蘇澳位於蘭陽平原尾端，有密切關係；再者，由於蘇澳靠近山地，面對原住民族的防禦，

使漢人在此的展開較為緩慢。

　　過去的研究認為蘇澳地名的由來，是因嘉慶年間泉州移民蘇士尾等人進入墾荒，故名蘇

澳。134 在《東槎紀略》中，亦有記載 1812 年（嘉慶 17 年）有林朝宗等人，申請拓墾施八坑，

當時通判翟幹派遣李泉進行偵查，得知施八坑坑口蘇澳港，是「生番」出沒之地，且經常有「匪

船寄泊」，過去曾有陳全、鄭觀鳳等人欲設隘開墾，最後，泉州人在此私墾成功，於 1821年（道

光元年）時，已經有 300 餘人。135 

　　昔時漢人拓墾時期的資料所剩無多，僅能靠有限的文物記錄發現過去先民的名錄，在寶

山寺右廂所供奉之「四結蘇澳先賢神位」，即曾載有先賢 44 人，按其羅列順序記錄如下：「許

士根、林扶先、蔡道元、周士興、陳燦郎、軍功八品雷勝斜、張夢龍、劉士子、林士貴、劉士居、

柯士東、曾士販、蔡士番、蔡士旺、蔡士宣、蔡士港、洪士旺、林士波、高士貴、王士悔、

謝天來、彭士塘、林士雩、林士知、朱士僅、周士德、高士他、黃士象、王士德、陳士吞、

蘇士尾、朱士盤、周士香、許士殿、洪士助、吳士祝、何士旺、高標雲、江仕開、許士棗、

王士救、林仕恭、張帖、吳猛」。

　　除寶山寺保有對拓墾時期先民姓名的記載，在蘇澳晉安宮中，亦保存有以絹帛書寫之開

墾先賢，分別為：「楊仕溜、黃仕塗、黃觀貴、王仕罕、高標談、蔡烏淜、黃仕涉、黃仕豆、

李正和、林士寶、連靠山、吳松柏、蘓三源、劉士顏、白士合、許士庙、高養來、高標福、

朱阿桂、王秀俊、黃士賞、李士興、古阿桂、鄭春水、林振亨、黃寶忠」，總計 26 位。

貳、建功神社中的蘇澳人

　　1926 年（大正 15 年）臺灣神社宮司山口透提議建立「建功神社」，於 1928 年（昭和 3 年）

7 月興建完成，位於當時的南門町，祭典時間為每年 4 月 30 日，屬於無格社，是為感念先行

來臺殖民之日本人，因此建此招魂、集靈社，以便後人膜拜，建功神社主要供奉對日本帝國

效命之人，其中有日本人、臺灣人、原住民與 1895 年（明治 28 年）以後犧牲的有功人士，

建功神社共合祀 15,691 位，因公殉難者中有 3,530 位為臺灣人。

134
　洪敏麟，《臺灣地名之沿革》，臺中：臺灣省文獻委員會，1980 年，頁 447。

135
　姚瑩，《東槎紀略》，臺北，臺灣銀行經濟研究室，1957 年，頁 83。
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　　而《建功神社誌》為臺北建功神社社務所編，整理羅列出於日治時期有功殉職者的紀錄，

以下為供奉於建功神社蘇澳殉職者名單。

【表 10-3-1】建功神社祭祀名單─蘇澳地區

姓名 籍貫 職位 殉職時間

曾根平八郎 長野 蘇澳郡役所巡查 1921 年（大正 10 年）9 月 2 日。

今野述行 宮城 蘇澳郡役所巡查 1921 年（大正 10 年）10 月 11 日。

比留川卯吉 神奈川 蘇澳郡役所巡查 1921 年（大正 10 年）10 月 28 日。

木村文藏 東京 蘇澳郡役所巡查 1921 年（大正 10 年）12 月 9 日。

岩下直助 鹿兒島 蘇澳郡役所巡查 1922 年（大正 11 年）8 月 22 日。

中野太平 群馬
蘇澳郡役所勳八等功

七級巡查部長
1922 年（大正 11 年）12 月 2 日。

伊藤富治 宮城 蘇澳郡役所巡查 1924 年（大正 13 年）10 月 20 日。

西村留次郎 山口 蘇澳郡役所巡查 1925 年（大正 14 年）3 月 17 日。

久保田武夫 福岡 蘇澳郡役所巡查 1926 年（大正 15 年）6 月 1 日。

西井憲夫 岡山 蘇澳郡役所巡查 1927 年（昭和 2 年）7 月 27 日。

資料來源：建功神社社務所編，《建功神社誌》，臺北：建功神社社務所，1940 年，頁 26-
224。

參、臺灣警察遺芳錄

　　日治時期重視警察制度，警察主要維持秩序、保安事務、負責衛生、戶口調查等工作，

於 1898 年（明治 31 年）總督兒玉源太郎對警察制度進行改革，於各地增設派出所、增加警

察人員，並且招募臺灣人來擔任巡查以維持治安，而《臺灣警察遺芳錄》是由臺灣總督警務

局所編，整理羅列出日治時期警察殉職的紀錄，以下為於蘇澳殉職之日治時期警察名單。

【表 10-3-2】臺灣警察遺芳錄名單─於蘇澳殉職之警察

姓名 籍貫 職位 殉職時間

久松福喜 鹿兒島縣大島郡天城村 臺北州巡查、蘇澳郡駐在所

楊壽全 臺北 蘇澳郡役所警手 1922 年（大正 11 年）1 月 4 日。

林阿同 臺北 蘇澳郡役所警手 1922 年（大正 11 年）7 月 25 日。

劉若力 臺北 蘇澳郡役所警手 1924 年（大正 13 年）10 月 27 日。

羅阿益 臺北 蘇澳郡役所警手 1925 年（大正 14 年）1 月 3 日。
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林阿土 臺北 蘇澳郡役所警手 1927 年（昭和 2 年）3 月 18 日。

陳水旺 臺北 蘇澳郡役所警手 1927 年（昭和 2 年）5 月 5 日。

林永連 臺北 蘇澳郡役所警手 1927 年（昭和 2 年）5 月 5 日。

資料來源：臺灣總督府警務局，《臺灣警察遺芳錄》，臺北：臺灣總督府警務局，1940 年。

肆、蘇花公路開路先鋒名單

　　蘇花公路為臺灣東海岸的省轄公路，省道臺 9 線的一段，其歷史可追溯到 1874 年（同治

13 年）牡丹社事件後，為鞏固邊防與安撫原住民，欽差大臣沈葆楨派臺灣道夏獻綸與福建省

陸路提督羅大春費時 2 年開闢「北路」（蘇花古道），沿途經由蘇澳、東澳、大南澳、大濁水、

大清水、得其黎、新城、歧萊花蓮港、吳全城、大巴籠、周塱社、秀孤巒水尾，全程總計 308

公里。日治時期修築原先清代之北路為臨海道路，1932 年（昭和 7 年）5 月通車。戰後，國

民政府改稱「蘇花公路」，並持續新建隧道及拓寬為柏油路面，1990 年（民國 79 年）10 月

25 日改為雙向通車。北方起點是蘇澳鎮白米橋，南方終點是花蓮縣花蓮市花蓮郵局前，原全

長 118 公里，現今里程縮短至 102.4 公里，大致依海岸線修築，是一條世界著名的景觀公路。

　　蘇花公路在築路時因地形問題，時常會有崩塌現象，築路時亦相當危險，1917 年（大正

6 年）12 月，日人於東澳的烏岩角附近設立「遭難碑」，紀念當時為建設此道路而不幸罹難

的工程人員，其後，地方居民分別為吳錦文、丁培俊、陳性呈、李木秀、黑圾清造、小林直枝、

張旺木、劉烏龍、陳崁額、藍阿贊、李楷、溫永川、林耀池。

伍、蘇澳庄臺籍日本兵

　　1895 年（明治 28 年）臺灣淪為日本帝國主義擴張的殖民地，長達 50 年的殖民統治，欲

打造臺灣為南進的重要基地，政策上也逐漸從武力統治走向同化；1937 年（昭和 12 年）中日

戰爭爆發後，日本更在臺推行「皇民化運動」，以「大東亞共榮圈」為最終榮耀，改造臺灣

人成為日本皇民。進入戰爭期，不少臺灣人受徵召投入日軍隊伍，犧牲奉獻，終至客死異鄉。

臺籍日本兵總計陣亡 30,304 人，失蹤 15,000 人，其中 28,000 人入祠東京靖國神社。

　　然則，這些戰前以日本軍人身分出戰各地的臺灣人，隨著戰後獨裁統治「去日本化」政

策所產生的日、臺隔閡，始終塵封不為人知的歷史雲霧之中。1977 年 6 月經靖國神社書面授

權後，臺籍日本兵「祭神簿」共 27 冊，與「合祠通知狀」28,000 份被攜回臺灣，最終流落北

埔濟化宮納骨塔，1982 年（民國 71 年）設立牌位供奉。其後，高雄市關懷臺籍老兵文化協會

獲得李謀茂之協助，取得祭神簿影本，並將之彙整分類。本志編輯團隊透過該會協助，將其

中籍屬蘇澳郡者姓名、軍種列於下表，以茲誌念：
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【表 10-3-3】日治時期蘇澳庄臺籍日本兵陣亡名錄

祭神簿編號 軍種 姓名 歿日 本籍

557 陸軍 張水來 昭和 19 年 8 月 16 日戰死 蘇澳庄馬寮 265

221 海軍 張泉有 昭和 20 年 4 月 2 日戰死 蘇澳 102

3861 陸軍 張同明 昭和 18 年 9 月 24 日戰病死 羅東郡出生，後居住於蘇澳庄 128

998 海軍 王金水 昭和 19 年 4 月 21 日戰病死 羅東郡出生，後居住於蘇澳庄 29

2868 陸軍 吳錦源 昭和 20 年 6 月 3 日 戰病死 蘇澳庄隘丁 123

218 海軍 楊漢南 昭和 26 年 6 月 10 日戰死 蘇澳郡猴猴頂寮 7

556 陸軍 楊先口 昭和 20 年 3 月 25 日戰病死 蘇澳郡蘇澳港口山嶺腳 9

457 陸軍 許清興 昭和 20 年 9 月 4 日戰傷死 蘇澳郡蘇澳庄功勞埔 212

8955 陸軍 許水金 昭和 19 年 10 月 3 日戰病死 蘇澳郡蘇澳街功勞埔 5

1970 陸軍 許水盆 昭和 20 年 5 月 28 日戰病死 蘇澳郡蘇澳庄功勞埔 189

232 海軍 許阿本 昭和 20 年 9 月 5 日戰病死 蘇澳郡阿里史 6

558 陸軍 鄭連峻 昭和 20 年 6 月 11 日戰病死 蘇澳郡蘇澳庄新城武向抗無番地

410 陸軍 鄭水盛 昭和 20 年 7 月 28 日戰死
羅東郡出生，後居住於蘇澳郡蘇澳庄

白米甕 1

52 海軍 簡石獅 昭和 19 年 11 月 10 日戰死 蘇澳郡蘇澳街 114

562 陸軍 劉紅毛 昭和 19 年 9 月 20 日戰死 蘇澳郡蘇澳庄 286

568 陸軍 劉意謙 昭和 19 年 10 月 1 日戰死 蘇澳郡三星庄破市島 32

146 陸軍 劉萬來 昭和 20 年 7 月 9 日戰死 蘇澳郡猴猴庄 286

150 海軍 劉和順 昭和 20 年 5 月 11 日戰死 蘇澳郡蘇澳街

103 陸軍 遊增福 昭和 19 年 9 月 13 日戰死 蘇澳郡大南澳 312

8812 陸軍 游有桂 昭和 20 年 3 月 12 日戰死 蘇澳郡蘇澳庄大南澳 405

42 陸軍 游水泉 昭和 20 年 2 月 2 日戰傷死 蘇澳郡蘇澳庄隆恩 226

2275 陸軍 游清泉 昭和 20 年 5 月 7 日戰死
新竹州出生，後居住於蘇澳郡蘇澳街

新城 259

1048 海軍 謝兩傳 昭和 18 年 8 月 5 日戰病死 蘇澳郡

9118 陸軍 謝朝枝 昭和 19 年 9 月 13 戰死 蘇澳郡蘇澳庄大南澳 382

104 陸軍 賴清秀 昭和 19 年 6 月 21 日戰死 蘇澳郡馬賽 25

922 陸軍 賴清秀 昭和 20 年 7 月 10 日戰死 蘇澳郡蘇澳街馬賽 115

8750 陸軍 何阿金 昭和 20 年 3 月 12 日戰死 蘇澳郡蘇澳街大南澳 205
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祭神簿編號 軍種 姓名 歿日 本籍

2268 陸軍 徐木旺 昭和 20 年 5 月 7 日戰死 蘇澳郡蘇澳街隆恩 202

567 陸軍 廖清輝 昭和 19 年 12 月 15 日戰死 蘇澳郡三星庄

84 陸軍 蘇春生 昭和 20 年 9 月 8 日戰病死 蘇澳郡蘇澳街 29

1047 海軍 蕭金土 昭和 20 年 7 月 18 日戰病死 蘇澳郡

458 陸軍 沈建成 昭和 20 年 8 月 24 日戰死 蘇澳郡蘇澳街猴猴 3

1054 海軍 羅進財 昭和 20 年 4 月 1 日戰死 蘇澳郡南方澳 1

1049 海軍 鍾天送 昭和 19 年 8 月 16 日戰病死 蘇澳郡頂寮 26

53 海軍 魏前川 昭和 19 年 11 月 10 日戰死 蘇澳郡蘇澳街 130

1096 海軍 田中富藏 昭和 20 年 5 月 10 日戰死 蘇澳郡ビヤハら社 11

1081 海軍 川口新一 昭和 20 年 6 月 20 日戰死 蘇澳郡大濁水社 75

1088 海軍 中村敏彥 昭和 19 年 11 月 12 日戰死 蘇澳郡ビヤハら社 33

1090 海軍 中平四郎 昭和 19 年 7 月 29 日戰死 蘇澳郡大濁水社 86

1155 海軍 安田富雄 昭和 20 年 6 月 15 日戰死 蘇澳郡ピヤハウ社 62

1058 海軍 進間春夫 昭和 19 年 7 月 9 日戰死 蘇澳郡大濁水社 74

148 海軍 山內宗一 昭和 20 年 2 月 26 日戰死 蘇澳郡ブタイ社 36

149 海軍 松川綱夫 昭和 20 年 11 月戰病死 蘇澳郡ダィゲノ社 37

55 海軍 海元幸一 昭和 20 年 7 月 15 日戰病死 蘇澳郡タンオウ社 37

56 海軍 武田定雄 昭和 19 年 11 月 10 日戰死 蘇澳郡セスタ―社 29

460 陸軍 杉見利夫 昭和 21 年 2 月 25 日戰病死 蘇澳郡大濁水社 14

1 陸軍 青木保夫 昭和 20 年 7 月 8 日戰死 蘇澳郡キンヤン社 6

102 陸軍 陳王合興 昭和 20 年 1 月 8 日戰死 蘇澳郡蘇澳 186

2496 陸軍 青木義光 昭和 19 年 11 月 13 日戰死 蘇澳郡シホウリン社 23

2619 陸軍 源元勉 昭和 19 年 6 月 3 日戰死 蘇澳郡タイオウ社 22

2569 陸軍 中島二郎 昭和 18 年 10 月 16 日戰死 蘇澳郡カンケイ社 27

2603 陸軍 西川重雄 昭和 19 年 12 月 10 日戰死 蘇澳郡シホウリン社 11

2590 陸軍 角田春吉 昭和 20 年 7 月 1 日戰病死 蘇澳郡南澳社 3

1276 陸軍 增田完二 昭和 20 年 3 月 1 日戰死 蘇澳郡南澳社 21

1291 陸軍 上野正義 昭和 20 年 5 月 2 日戰死 蘇澳郡キルモアン社

1151 陸軍 吉本光秀 昭和 20 年 4 月 6 日戰死 蘇澳郡白米甕 93
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祭神簿編號 軍種 姓名 歿日 本籍

1220 陸軍 中川松一 昭和 20 年 4 月 3 日戰死 蘇澳郡ニヨへン社 41

1269 陸軍 春山春夫 昭和 19 年 9 月 22 日戰死 蘇澳郡タンオウ社 53

1229 陸軍 八代靜男 昭和 20 年 1 月 15 日戰死 蘇澳郡タンオウ社 4

2558 陸軍 武田光天 昭和 19 年 8 月 30 日戰死 蘇澳郡ブター社 22

1209 陸軍 川田正二 昭和 19 年 12 月 17 日戰死 蘇澳郡大南澳ピヤハウ社

2650 陸軍 宮下三夫 昭和 19 年 8 月 11 日戰死 蘇澳郡カンケイ社 4

2583 陸軍 武田秀二 昭和 18 年 10 月 2 日戰死 蘇澳郡リヨへン社 35

2607 陸軍 西山春雄 昭和 18 年 7 月 3 日戰病死 蘇澳郡ハカバリン社 7

2658 陸軍 森山三郎 昭和 18 年 10 月 2 日戰死 蘇澳郡キンヤン社 10

206 海軍 安達倉次 昭和 19 年 6 月 23 日戰死 蘇澳郡キンヤン社 7

2567 陸軍 高野辰三 昭和 20 年 3 月 16 日戰死 蘇澳郡南澳社 44

2568 陸軍 高原俊男 昭和 20 年 3 月 10 日戰死 蘇澳郡ピヤハウ社 18

2569 陸軍 高松利夫 昭和 20 年 2 月 1 日戰死 蘇澳郡大濁社 32

564 陸軍 山村正治 昭和 18 年 10 月 20 日戰死 蘇澳郡番地 8 番戶

565 陸軍 星野實 昭和 20 年 1 月 18 日戰死 蘇澳郡クハホ社 19

566 陸軍 和田喜一 昭和 18 年 8 月 19 日戰死 蘇澳郡タンチウ社 17 番戶

2652 陸軍 山岡清 昭和 19 年 10 月 16 日戰死 蘇澳郡キンヤン社 24

2683 陸軍 山田信行 昭和 19 年 8 月 30 日戰死 蘇澳郡ダィゲン社 15

1111 陸軍 鈴木秀夫 昭和 18 年 1 月 23 日戰死 蘇澳郡リヨへン社 21 番戶

1112 陸軍 和田泰男 昭和 20 年 4 月 18 日戰死 蘇澳郡ピヤハウ社 46

1113 陸軍 和田松男 昭和 19 年 9 月 8 日戰死 蘇澳郡ゴンご社 13

86 陸軍 上田初喜 昭和 20 年 7 月 8 日戰死 蘇澳郡タンオウ社 27

2486 陸軍 海員義男 昭和 18 年 3 月 7 日戰病死 蘇澳郡タンオウ社 66

2505 陸軍 上田一行 昭和 19 年 8 月 7 日戰死 蘇澳郡カンケイ社 9

2502 陸軍 石川善吉 昭和 19 年 2 月 17 日戰死 蘇澳郡柑子頭庄 2

1282 陸軍 山川武一 昭和 20 年 1 月 15 日戰死 蘇澳郡カンケイ社 6

613 陸軍 下地幸福 昭和 18 年 9 月 4 日戰死 蘇澳郡蘇澳街

559 陸軍 大橋信行 昭和 21 年 4 月 1 日戰病死 蘇澳郡ピヤハウ社 100

560 陸軍 松田文男 昭和 20 年 7 月 12 日戰死 蘇澳郡ピヤハウヨン社 32
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祭神簿編號 軍種 姓名 歿日 本籍

2691 陸軍 橫山正吉 昭和 20 年 2 月 1 日戰死 蘇澳郡ブター社 20

3833 陸軍 青木徹 昭和 18 年 9 月 24 日戰死 蘇澳郡蘇澳庄 114

85 陸軍 佐田四郎 昭和 20 年 7 月 8 日戰死 蘇澳郡ゴンご社 28

612 陸軍 坂田隆照 昭和 19 年 2 月 11 日戰死 蘇澳郡蘇澳庄蘇澳漁業協同組合

2702 陸軍 渡邊正夫 昭和 19 年 9 月 5 日戰死 蘇澳郡大濁水社 44

2577 陸軍 武山幸二 昭和 19 年 8 月 19 日戰病死 蘇澳郡南澳社 53

1337 陸軍 脇元兵造 昭和 20 年 5 月 4 日 戰死 蘇澳郡南澳社 34 番戶

2641 陸軍 松山新二 昭和 19 年 9 月 3 日 戰死 蘇澳郡大濁水社 51

2615 陸軍 橋口一郎 昭和 18 年 10 月 2 日戰死 蘇澳郡タンオウ社 32

2557 陸軍 武井太郎 昭和 19 年 4 月 16 日戰死 蘇澳郡キンーニ社 2

2524 陸軍 河原行夫 昭和 20 年 2 月 18 日戰死 蘇澳郡大濁水社 23

2554 陸軍 杉山秋人 昭和 19 年 6 月 9 日戰病死 蘇澳郡シホウリン社 20

2533 陸軍 木村良吉 昭和 18 年 10 月 2 日戰死 蘇澳郡キガヤン社 6

616 陸軍 芝崎春市 昭和 19 年 4 月 25 日戰病死 蘇澳郡蘇澳庄蘇澳漁業協同組合

1066 海軍 杉內勇治 昭和 19 年 11 月 6 日戰病死 蘇澳郡ゴンご社 18

1073 海軍 上村又男 昭和 19 年 11 月 17 日戰死 蘇澳郡シホウリン社 5

43 陸軍 豐田憲男 昭和 20 年 1 月 10 日戰病死 蘇澳郡猴猴頂寮 43

2249 陸軍 太田梅吉 昭和 20 年 7 月 8 日戰病死 蘇澳郡番地トヨへン社 24

資料來源：高雄市關懷台籍老兵暨許昭榮文化協會提供。
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